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「たしかにその通りだが、部長さんは、いった

い何をコミットメントしている？」

とここで、話題をＣＭＭの方に誘ってみた。

「コミットメントですか？　たぶん、今期の売

り上げだと思います。いつもそのことを言われ

ますから」

「立場上、それ自身は悪くはないけどね」

「今の状態では、今期はなんとかなっても、次

に続けるのは難しくなります」

「何か兆候を感じているのかい？」

「仕事の内容は複雑になっていくし、納期は現

実に短くなっています。その中でソフトのメン

バーはみんな疲れています。このままでは、ガ

ス欠になってしまうか、エンジンブローを起こ

すか、タイヤが外れてしまいます。私だって、

その傾向はありますからね」

「なかなかうまいこというね。車が傷んでし

まっては、元も子もないからね。ちゃんと

チューンナップしないと、どこかで走れなく

なってしまうよね。部長さんのコミットメント

と、あなた達の取り組みを“マッチ”させる方

法が必要だね」

「できると思っているのですが、それには一時

的にコミットメントを調整してもらう必要があ

ります。一時的には、売り上げか利益のいずれ

が落ちますので」

「利益の方は、どっちにしても落ちるね」

「うちの会社のように、３００人ぐらいだと、

みんな“一杯”の状態になっているから、その

ままでは対応できないと思います」

「来週、取り組みのプランを作って社長に説明

するので、その時に、部長の件で話しをしよう

と思ってます」

と言って、またカップをとった。

「部長さんの件は、プランの前提となることだ

から、早い方がいいだろう」

彼はコーヒーを飲みながら、軽く頷いた。

「ところでマスター、ＣＭＭを読んでいて、

“コミットメント”という言葉が頻繁に出て来

るのですが、どうも良く分からないんです。

さっきも、部長の件で“コミットメント”と言

われましたけど」

「その前に、辞書で調べたかい？」

「“約束”・・ではないのですか？」

「曖昧なら直ぐに調べなくちゃ。たしかに約束

という意味はあるが、単なる“約束”ではな

い。“責任”とう意味が背後にあるから“誓

約”と言う意味の方が強いかな」

「例えば要件管理の中で“コミットメントす

る”というのは、要件のレビューや変更制御な

ど、自分たちで合意したプロセスや、そこでの

手順や進め方に沿って作業を進めることを“誓

約”するということですか」

「そうだね。そこで“誓約”とい

うのは堅苦しいが、少なくとも、

安易に昔のやり方に戻さないと

か、言い訳を並べないで、少しで

そろそろ店を閉めようかと思っていたところ

に、１人の客が入ってきた。

「おや、こんな時間にどうしました？」

「いやぁ、とうとう社長から“何としてもＣＭ

Ｍのレベル３を取れ！”という号令がかでてし

まいました。今、それをどう進めるかで話しを

してきたところです」

と言いながら、カウンターの席にどかっと座っ

た。ちょっと、くたびれた感じ。

「ちょっと濃いめにしてもらえますか」

「いいですよ」

「先週のお話では、今プロジェクトが遅れてい

て大変、と言っていなかったですか？」

「そうなんです。そんな中でＣＭＭを導入して

でも、この状況を何とかするように。というの

が社長のお達しなんです」

「なるほど、良くある話しだね。会社の社長さ

んにとっては、自分の会社が請け負ったプロ

ジェクトが混乱している状態は、我慢できない

だろうね。格好悪いしね。それに競争力の面で

も将来が心配だろう。ＣＭＭで品質が良くな

るって話しが耳に入ったら、それを使って何と

かしろという感じになるのは分かるけどね」

「たしかにそうなんですけど。今の状況の中で

いきなりＣＭＭに取り組める状態ではないです

からね」

「で、どう説明したの？」

「いきなりではなく、前提技術から刻むかたち

で取り組ませて欲しいと言うことと、部長を何

とかして欲しいと言うことと、社長がもっと現

場に出て接触して欲しいと言うことを、お願い

してきました」

「ステップでと言うのと、トップが現場に興味

を持って、と言うのは分かるけど、部長を何と

かと言うのはどういう意味だい？」

「いつも、この手の話しは社長からいきなり降

りてくるんです」

「部長さんを飛ばしてかい？」

「そうなんです。事前に話しをして

いると思うのですが」

「どうしてなの？」

「どうしてかって言われても、私にはよくわか

らないのですが」

といって、困った顔をした。

「ところで、部長はＣＭＭについてどう考えて

いるのかい？」

「必要だとは思っているようです」

「で、何が問題なの？」

「結果を待っているだけなんです。仕事は所詮

“結果”で評価されるんだ、と言ってね。それ

は分かるのですけど、プロセスの改善となる

と、刻んでいくしかないですから、マイルス

トーンのところで“結果”を置いてくれない

と、直ぐには最終結果を出せるかどうか」

といって、またコーヒーを飲んで黙り込んだ。
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正しいことであっても、深く練り上げられた
ものでなければ成功しない

も前進する方向で臨むことをコミットメントす

るんだね」

「つまり、関係する人たち全員が“誓約”する

んですね」

「コミットメント出来ない人が参加したままで

は、うまくいかないことは分かり切ったことだ

からね」

「今の状態を何とかしないと、ということでは

全員一致していると思います。でも、いざＣＭ

Ｍを使ってみようとなると、意見が分かれてし

まうと思います」

「どうしてそうなるか分かっているのかい？」

「どうしてって？」

といって下を向いてしまった。

「そこに答えを出せない状態では、プランは作

れないよ。それじゃ、ＣＭＭと聞いて横を向く

人と、根本的には変わらないからね」

「私は、ＣＭＭを使ってでも、今のチームの状

態を何とかしようと思っているのですよ。一緒

にされちゃあ困りますよ」

と憤慨している。

「怒ったかい？　でもね、それは立場の違いか

ら出ているだけだよ。いいかい、ＣＭＭと聞い

ただけで後ろ向きになる人は、ＣＭＭというも

のをどの程度理解していると思うか？」

「いいえ、彼らはほとんどＣＭＭなんて読んで

ないと思いますよ」

「つまり、ＣＭＭがどんなものか調べてもいな

いのに、ネガティブに反応しているわけだ。そ

の姿勢と、彼らの反応はどこに根差しているの

か、なぜそのような反応になるのか、というこ

とを深く考えないで、『抵抗勢力』というレッ

テルを貼ろうとしているあなたの姿勢と、私に

は同じに見えるがね」

「う～ん、マスターは話しがうまいんですよ

ね。聞いていると、何となくそんな気にさせら

れちゃうからな」

「何言ってんだい、あなたの思考が雑なだけだ

よ。岸のこっちにいるのが正しいと思っている

のだろうが。岸の向こうにいる人の目には、

こっちにいるあなたたちの言動が危なかっしく

見えているんだよ。彼らからみて、明らかに、

思考の深さに差がついているわけではないから

ね。人は、自分と同等以下の人には従わない」

これまで“正義の味方”を演じてきた彼にとっ

て、今の話しは相当な衝撃となったようだ。

しばらく間を置いて、

「分かりました。彼らは、私の行動に注意を発

してくれているんですね。そんな考えの浅いこ

とでは上手くいかないよ、と」

「分かりが早いね。彼らなりの誠意の表現と捉

えてもよい」

「それなら、こっちも誠意で彼らの思考を越え

れば良いんですね」

「そこから生み出される“プラン”であれば、

彼らもついてくるはずだよ」

「マスターに、部長の対応の仕方を聞こうと

思って来たのですが、自分で考えてみます。ヒ

ントは頂きましたから。じゃ、今日はこれで帰

ります」

といって席を立った。　　　　　　　　　■
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と
が
出
来
る
が
、
多
く
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

は
、
そ
の
よ
う
な
準
備
も
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
♪
　
♪
　
♪
　

　
会
社
に
身
を
任
せ
て
、
二
〇
年
間
「
管

理
職
」
を
や
っ
て
来
た
と
し
て
も
、
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ

と
を
怠
っ
た
ま
ま
で
は
、
「
次
の
切
符
」

は
手
に
入
ら
な
い
。
い
や
、
場
合
に
よ
っ

て
は
「
今
の
椅
子
」
す
ら
保
証
さ
れ
な

い
。
こ
れ
が
「
本
来
の
姿
」
な
の
だ
が
、

日
本
の
政
府
は
、
表
の
看
板
と
は
別
に
、

実
際
に
は
「
社
会
主
義
」
の
ベ
ー
ル
で
厳

し
い
競
争
社
会
の
実
態
を
覆
い
隠
し
、
国

民
に
「
不
安
」
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
て

き
た
。
今
で
は
、
こ
の
ベ
ー
ル
は
あ
ち
こ

ち
破
れ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
で
も
必
死
に

な
っ
て
綻
び
を
隠
し
て
い
る
。

　
　
　
　
♪
　
♪
　
♪
　

　
国
民
の
多
く
も
、
本
当
の
競
争
社
会
の

姿
を
知
ら
な
い
し
、
ベ
ー
ル
そ
の
も
の
も

見
え
な
い
。
今
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か

も
分
か
ら
な
い
。
で
も
い
ず
れ
、
社
会
の

中
に
自
分
の
居
場
所
が
無
い
こ
と
に
気
付

く
。
そ
の
原
因
に
も
気
付
く
。
そ
し
て
、

厭
で
も
自
分
の
「
人
生
の
質
」
を
考
え
ざ

る
を
得
な
い
と
き
が
来
る
。
だ
が
、
そ
の

時
に
な
っ
て
気
付
い
た
の
で
は
遅
い
か
も

知
れ
な
い
。
そ
こ
か
ら
新
た
に
自
分
の
居

場
所
を
作
れ
る
人
は
ど
れ
だ
け
い
る
だ
ろ

う
か
。
そ
し
て
納
得
で
き
る
人
生
だ
っ
た

と
感
じ
る
こ
と
の
出
来
る
人
は
、
ど
れ
だ

け
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
♪
　
♪
　
♪
　

　
「
定
年
＝
引
退
」
と
い
う
式
は
、
「
仕

事
人
」
と
し
て
の
役
割
を
終
え
る
と
い
う

意
味
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
。
余
っ
た
時

間
を
「
社
会
人
」
と
し
て
の
役
割
の
方
に

振
り
向
け
れ
ば
良
い
。
し
っ
か
り
し
た
技

術
が
あ
れ
ば
、
年
は
と
っ
て
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
日
本
の
年
齢
別
の
人
口
分
布

を
何
枚
か
並
べ
て
見
て
い
る

と
、
高
齢
化
の
様
子
が
手
に
取

る
よ
う
に
分
か
り
る
。
年
齢
の

若
い
方
か
ら
全
体
が
上
の
方
に

移
動
し
、
六
〇
代
当
り
か
ら
棒

の
長
さ
が
少
し
づ
つ
短
く
な
っ

て
、
最
後
は
グ
ラ
フ
の
上
端
か

ら
消
え
て
行
く
。
そ
し
て
高
齢

者
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
面
積
が
、
年
と

と
も
に
膨
ら
ん
で
い
く
。
“
早
送
り
”
す

る
と
、
上
の
方
が
太
っ
て
い
く
の
に
対
し

て
、
下
の
方
が
細
っ
て
い
く
。
確
実
に

「
高
齢
化
」
が
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
♪
　
♪
　
♪
　

　
「
人
生
五
〇
年
・
・
」
は
信
長
の
せ
り

だ
が
、
私
自
身
も
五
〇
代
半
ば
に
な
っ

て
、
最
近
は
自
分
の
「
人
生
の
質
」
と
い

う
も
の
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
若

い
人
に
は
、
「
人
生
の
質
」
と
い
っ
て
も

ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
人
生

の
半
分
を
過
ぎ
た
こ
と
で
、
「
老
計
」
す

な
わ
ち
如
何
に
老
い
て
い
く
か
が
、
他
人

事
で
は
無
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
　
　
　
♪
　
♪
　
♪
　

　
二
〇
〇
七
年
に
は
「
団
塊
の
世
代
」
の

全
員
が
「
定
年
」
を
過
ぎ
て
、
基
本
的
に

は
職
場
か
ら
消
え
る
。
そ
の
後
、
日
本
の

戦
後
経
済
の
象
徴
だ
っ
た
「
団
塊
」
が
、

「
高
齢
者
の
団
塊
」
と
な
る
。
私
自
身
も

「
団
塊
」
の
最
後
の
世
代
だ
。
た
だ
、
私

の
場
合
は
フ
リ
ー
で
や
っ
て
い
る
の
で
、

い
わ
ゆ
る
「
定
年
」
と
い
う
も
の
は
な

い
。
問
題
は
、
高
齢
者
と
な
る
「
団
塊
」

が
、
こ
の
あ
と
、
ど
う
生
き
る
か
だ
。

　
日
本
の
多
く
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
ほ
と

ん
ど
が
「
仕
事
人
」
と
し
て
の
存
在
の
み

で
、
そ
の
代
償
と
し
て
「
家
庭
人
」
や
「
社

会
人
」
と
し
て
の
存
在
を
犠
牲
に
し
て
き

た
。
そ
れ
が
「
美
」
と
し
て
称
賛
さ
れ
て
き

た
節
も
あ
る
。
最
近
は
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
は

称
賛
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
で
も
、
よ
く
見

る
と
若
い
人
も
同
じ
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
♪
　
♪
　
♪
　

　
「
定
年
」
と
い
う
扉
の
向
こ
う
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
価
値
基
準
が
逆
転
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
実
際
に
、
扉
の
向
こ
う
に
入
っ
た
人

た
ち
を
見
て
い
る
と
、
過
去
の
仕
事
人
と
し

て
の
存
在
が
、
そ
こ
で
は
何
の
意
味
も
持
た

な
い
こ
と
に
当
惑
し
て
い
る
様
子
も
見
え

る
。
多
く
の
場
合
、
仕
事
人
と
し
て
の
存
在

が
中
途
半
端
だ
っ
た
こ
と
も
、
扉
の
向
こ
う

で
通
用
し
な
い
原
因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
そ
の
こ
と
に
気
付
く
の
が
遅
す
ぎ
た
。

　
　
　
　
♪
　
♪
　
♪
　

　
あ
る
い
は
、
一
九
八
〇
年
代
な
ら
、
「
定

年
」
の
あ
と
も
「
嘱
託
」
な
ど
と
い
う
形

で
、
「
仕
事
人
」
を
継
続
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
お
そ
ら
く
、
多
く
の
人
は
、
そ
の
よ
う

な
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

で
も
、
九
〇
年
代
後
半
か
ら
、
そ
の
よ
う
な

「
道
」
は
完
全
に
断
た
れ
た
。
逆
に
、
し
っ

か
り
し
た
能
力
が
あ
れ
ば
八
〇
歳
で
も
「
仕

事
人
」
と
し
て
活
躍
す
る
「
場
」
を
持
つ
こ

音音

及
も
そ
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
本
か
ら
「
良

く
生
き
る
」
こ
と
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

を
教
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
だ

と
思
っ
て
い
る
。
本
を
そ
の
よ
う
な
対

象
と
は
見
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。

　
「
良
く
生
き
よ
う
」
と
い
う
の
は
、

お
そ
ら
く
人
間
だ
け
の
感
覚
だ
ろ
う
。

そ
こ
に
は
、
た
だ
生
き
る
の
で
は
な

い
、
生
き
方
そ
の
も
の
に
価
値
を
見
出

そ
う
と
い
う
姿
勢
が
あ
る
。

　
心
窮
の
状
態
に
陥
っ
て
「
良
く
生
き

る
」
こ
と
を
問
わ
な
く
な
れ
ば
、
自
分

の
姿
を
鏡
に
映
す
こ
と
も
し
な
い
だ
ろ

う
し
、
動
物
の
よ
う
に
本
能
と
感
情
で

行
動
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
我
慢

と
か
、
継
続
と
か
、
耐
え
る
と
い
う
こ

と
も
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
目
の
前
の
困

難
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
、
こ
の
先
に

予
想
さ
れ
る
困
難
に
対
し
て
、
回
避
す

る
方
法
や
克
服
す
る
方
法
を
考
え
る
と

い
う
こ
と
も
し
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

だ
ろ
う
。
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
ス
キ
ル
に
長

け
て
い
れ
ば
、
そ
う
し
た
組
織
の
運
営
に
力

を
発
揮
す
る
こ
と
も
出
来
る
だ
ろ
う
。
と
こ

ろ
が
、
多
く
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
「
社
会

人
」
と
し
て
活
躍
す
る
方
法
も
、
そ
の
機
会

も
持
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
♪
　
♪
　
♪
　

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
「
人
生
」
を
会
社
に

預
け
て
き
た
。
そ
う
す
る
も
の
だ
と
教
え
ら

れ
え
て
き
た
。
そ
し
て
「
定
年
」
で
預
け
て

い
た
「
人
生
」
を
引
き
出
し
た
と
き
に
は
、

　
久
し
ぶ
り
に
本
棚
か
ら
「
呻

吟
語
」
を
引
っ
張
り
出
し
た
。

最
近
の
自
分
自
身
が
、
忙
し
さ

の
中
で
「
雑
」
に
な
っ
て
い
る

の
を
感
じ
た
た
め
、
本
棚
を
眺

め
て
い
て
ふ
と
目
に
止
ま
っ
た
。
一
〇

年
以
上
、
こ
の
本
を
手
に
し
て
い
な

い
。

　
学
問
と
い
っ
て
も
、
別
に
学
者
の
仕

事
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
人
が

「
良
く
生
き
る
」
た
め
に
学
び
習
う
行

為
の
こ
と
で
あ
る
。
学
問
の
方
法
は
何

で
も
よ
い
。
本
か
ら
学
ん
だ
り
、
人
に

師
事
し
て
学
ん
だ
り
、
講
演
の
よ
う
な

機
会
の
中
で
も
学
ぶ
こ
と
は
出
来
る
。

時
に
は
テ
レ
ビ
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
も
っ
と
も
、
最
近
は
時
間
を
空
費

す
る
だ
け
の
番
組
が
多
い
の
で
、
そ
の

よ
う
な
番
組
に
出
会
う
の
は
容
易
で
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
出
版
社
の
人
の
話
し
で
は
、
最
近

は
、
軽
い
本
し
が
売
れ
な
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
。
ゲ
ー
ム
や
携
帯
電
話
の
普

目
減
り
し
て
い
て
「
次
」
の
と
こ
ろ
に
行
く

切
符
も
買
え
な
い
。
会
社
は
、
自
分
の
可
能

性
を
膨
ら
ま
せ
る
「
場
」
の
は
ず
な
の
に
、

実
際
に
は
可
能
性
を
す
り
減
ら
し
た
。
こ
れ

で
は
「
人
生
の
質
」
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

　
　
　
　
♪
　
♪
　
♪

　
か
く
言
う
私
自
身
、
ま
だ
「
人
生
の
質
」

に
答
え
が
出
せ
た
わ
け
で
は
な
い
。
今
、
分

か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
「
定
年
」
を
前
に
し

て
考
え
た
の
で
は
遅
い
テ
ー
マ
だ
と
い
う
こ

と
だ
け
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

「
国
民
が
飢
え
凍
え
る
の
を
国
窮
と
い
う
。
妻
子
が
困
乏
す
る

の
を
家
窮
と
い
う
。
血
気
虚
弱
な
る
を
身
窮
と
い
う
。
学
問
の

空
疎
な
る
を
心
窮
と
い
う
」
　
　
（
『
呻
吟
語
』
呂
新
吾
）

人生の質

今月の一言


